
ト



‾‾　●ミ　、・“・二

・．葺・・・一・一：、・

キャブ仕様がないのが

ちょっとさみしいけれど州

「止まっているとやっぱり車重

3（氾鴫あるパイクだなあと思いま

すが、走り出せばその重さをまっ

たく感じさせない、取り回しのよ

さが気に入っています。気持ちよ

く走っている時なんかFあれ、も

う1速あるんだっけ？』と錯覚し

てしまうぐらいです（笑）」

藍、・・・：
パイザーがな≪なって、

ガッチリした雷囚気がタ、－

「特に“今までのローライダー”

のイメージが強いわけではないの

で、新しいスタイリングが気に入

っています。今はシーシー・バー

や小物を付けている程度ですが、

ツーリングなどに行った時『ココ

を換えたい！』という部分が出て

きたらイジっていきます」

’‾・　　　　：・・こ‥・

・・　　　　一　一一一、‾・’：

岩
立
潤
一
さ
ん

いざら竃はノーマJ♭を

乗り倒します

「200～3〔氾kmのロング・ツーリ

ングに行っても、ポジション的に

はまったく疲れないんですよね。

もしそれで『ハンドルをもっと手

前にしたいとか、足つき性をもっ

とよくしたい』という欲求が出て

きたら、ちょっとずつカスタムし

ていこうと思います」

山
雪
雲
潤
一
さ
ん
　
（
以
下
、
岩
立
）
　
実
は
、
ポ

ク
も
店
長
の
オ
ス
ス
メ
で
黒
で
す
（
笑
）
。

⊥
石
立
さ
ん
の
き
っ
か
け
は
何
だ
っ
た
ん
で

す
か
？

岩
立
　
ボ
ク
は
も
と
も
と
大
型
二
輪
の
免
許
を

持
っ
て
い
て
、
6
5
0
c
c
の
ビ
ッ
グ
・
ス
ク
ー

タ
ー
に
乗
っ
て
い
た
ん
で
す
。

実
は
、
知
り
合
い
に
ハ
ー
レ
ー
乗
り
が
い
て
、

彼
と
一
緒
に
ツ
ー
リ
ン
グ
に
行
く
と
、
や
は
り

存
在
感
が
違
う
ん
で
す
よ
ね
。

そ
れ
で
、
ボ
ク
も
ハ
ー
レ
ー
が
ほ
し
い
な
あ

と
。
で
も
、
ハ
ー
レ
ー
に
乗
る
な
ら
ゼ
ッ
タ
イ
、

ロ
ー
ラ
イ
ダ
ー
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

理
由
は
、
や
は
り
こ
の
誰
も
が
認
め
る
ス
タ
イ

リ
ン
グ
の
よ
さ
、
で
す
か
ね
。

実
際
に
乗
っ
て
み
る
と
「
乗
り
や
す
い
」
の

ひ
と
言
に
尽
き
ま
す
ね
。
ハ
ー
レ
ー
の
中
で
山

番
乗
り
や
す
い
モ
デ
ル
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

1
と
こ
ろ
で
、
髄
年
モ
デ
ル
で
、
相
当
内
容

が
変
わ
っ
た
ロ
ー
ラ
イ
ダ
ー
で
す
が
、
そ
れ
に

つ
い
て
は
ど
う
思
い
ま
す
か
？

岩
立
　
ボ
ク
は
断
然
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

特
に
6
速
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
い
い
！
　
街
中
で
は

な
か
な
か
体
感
で
き
ま
せ
ん
が
、
高
遠
に
乗
っ

た
時
な
ど
、
余
裕
が
ぜ
ん
ぜ
ん
違
い
ま
す
。

萩
原
　
確
か
に
こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
い
い
！

た
だ
、
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
・
モ
デ
ル
し
か
な

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
ち
ょ
っ
と
さ
み
し

い
気
も
…
。

柴
原
　
そ
う
で
す
ね
。
キ
ャ
ブ
は
キ
ャ
ブ
で
い

い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。
で
も
、
イ
ン

ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
は
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
で
、
そ

の
メ
リ
ッ
ト
は
た
く
さ
ん
あ
る
し
‥
㌦

－
　
じ
ゃ
あ
、
キ
ャ
ブ
仕
様
が
残
っ
て
い
れ
ば

よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
か
？

全
員
　
い
や
、
や
っ
ぱ
り
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

を
味
わ
っ
ち
ゃ
う
と
こ
っ
ち
の
方
が
い
い
！

岩
立
　
や
っ
ぱ
り
ポ
ク
ら
は
、
ロ
ー
ラ
イ
ダ
ー

と
い
う
バ
イ
ク
に
ぞ
っ
こ
ん
で
す
か
ら
、
バ
イ

ク
が
変
化
し
て
も
ス
グ
に
受
け
入
れ
ち
ゃ
う
ん

で
し
ょ
う
な
（
笑
）
。



－
　
続
い
て
、
ロ
ー
ラ
イ
ダ
ー
の
カ
ス
タ
ム
・

サ
ン
プ
ル
を
見
て
い
き
た
い
と
思
う
の
で
す
が
、

今
は
い
っ
た
い
、
ど
ん
な
カ
ス
タ
ム
が
定
番
と

い
わ
れ
て
い
る
ん
で
す
か
？

金
ロ
ー
＆
ロ
ン
グ
が
ウ
リ
の
ロ
ー
ラ
イ
ダ
ー

は
、
や
は
り
チ
ョ
ッ
パ
ー
‥
ア
イ
ス
ト
が
多
い

が
、
一
方
で
走
り
を
強
化
す
る
乗
り
手
も
い
た

り
し
て
、
イ
ジ
り
方
は
多
彩
じ
ゃ
。

－
　
こ
こ
で
紹
介
す
る
の
は
、
ロ
ー
ラ
イ
ダ
ー

の
デ
ビ
ュ
ー
・
イ
ヤ
ー
で
あ
る
¶
年
当
時
の
ル

ッ
ク
ス
を
、
恍
年
モ
デ
ル
で
再
現
し
た
と
い
う

車
両
と
、
Ⅷ
年
モ
デ
ル
を
ベ
ー
ス
に
チ
ョ
ッ
パ

ー
風
に
し
た
も
の
、
そ
し
て
、
な
ん
と
ロ
ー
ド

キ
ン
グ
を
意
識
し
て
、
ツ
ー
リ
ン
グ
系
の
カ
ス

タ
ム
を
施
し
た
と
い
う
ロ
ー
ラ
イ
ダ
ー
な
の
で

す
が
…
。

◎
ほ
ほ
う
。
旧
事
風
の
マ
シ
ン
は
、
Ⅷ
年
モ

デ
ル
で
こ
こ
ま
で
や
る
と
は
＝
㌧
デ
ビ
ュ
ー
当

時
の
ポ
イ
ン
ト
が
し
っ
か
り
押
さ
え
ら
れ
て
い

て
、
雰
囲
気
が
出
て
お
る
な
。

他
の
2
台
も
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
た
テ
イ
ス
ト
で
、

な
か
な
か
お
も
し
ろ
い
サ
ン
プ
ル
じ
ゃ
ぞ
。

こんな
ローライダーの
“作り方”はどう？
、一一′　一一一ノー、一ノ－｝一日㌧、＿　→■一一一・‾、し一√■－一」‾一一

ローライダーをペースにしたカスタムの中から、

旧革風、チョッパー風、ツアラー風と、

それぞれ方向性の違った3台をご紹介！

初代ローライダー風のシートもオリジナル　r77年のみに使用されていたエア・クリー　フロント・フェンダーを当時と同じフル・

で製作。エッジを強調し、日本人の体形に　ナ一・カバ一のカタチを再現。排気風のレ　タイプに。スポークがl日華風のイメージを

合わせて、厚みをやや薄くしている　　　　タリングは、現行の145〕ccになっている　　さらに引き立てる

■79年カラー・バージョンもあり

HDレインボーのコンプリートには、　－が登場して3年日の79年式をモ

初代ローライダー仕様と肩を並べて　　チーフにしたバージョン。これも、
根強い人気を詰るもう【つのカラー　　コンプリート・カスタムとしてライ
リンクがある。それは、口【ライタ　　ンナップするので、好みで選べる

全体の雰囲気を

旧牽風に仕上げた一台

「ハーレーダビッドソン　レインボー」

が手がけるこの車両は、■（謁年式をペー

スにした初代RSローライダー風のコ

ンプリート・カスタム。

全体のペイントを始め、フロント・フ

ェンダーやヘッドライトのパイザー、ハ

ンドル、シートなど、本物を忠実に再現

するのではなく、あえて特徴的な部分を

デイフォルメすることで、■■全体の雰園

気汀　をオリジナルに近づけている。

ちなみに販売は、コンプリート車両と

してのみ（車両本体価格259万円）。
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ェニ：、こ，

HDレインボー・オリジナルの
初代⊂トライダー風シート。「旧
車っぼくて気に入っています」

ハ
イ
ウ
ェ
イ
・
ペ
グ
と
ス
テ
ッ
プ
は

c
c
－
製
。
「
チ
ョ
ッ
パ
ー
つ
ば
い
イ

メ
ー
ジ
に
ピ
ッ
タ
リ
で
し
た
」

えミリ是重漕して、

コレ：ヱ已まけ票した！

キャブはノーマルだが、雰囲気　高からず低からず、走りやすい

を出すためにエア・クリーナー　「モーターステージ」の“ベビ
・カバーは、S＆S製に交換　　　一・エイブ印　をチョイス

サドル・バッグは、シンプルか「タンデムはあまりしない」と

つタンデムをした時でもジャマ　いうオーナーだが、シートはい

にならないものを選んだ　　　　つでもタンデムの準備OK！

059　CumMm

エ
ン
ジ
ン
・
ガ
ー
ド
に
ツ
ー
リ
ン
グ

用
の
ハ
イ
ウ
ェ
イ
・
ペ
グ
を
付
け
た
。

ど
ち
ら
も
H
D
純
正

ア
メ
リ
カ
か
ら
取
り
寄
せ
た
H
D
純

正
ウ
イ
ン
ド
・
シ
ー
ル
ド
は
、
フ
ォ

グ
・
ラ
ン
プ
を
か
わ
す
カ
タ
チ
に

松田光央さん

with rO5FXDL

旧車のようなす〆－ジで

ライトチョッパーを製作

「とにかく“走れる”パイクがよかった

んです。それで、極端なんですが“タコ

・メーターが必要だ　と（笑）。

以前乗っていた国産パイクにもタコ・

メーターがなくて、後付けで追加してい

たんですよ。とはいえ、ハーレーには古

臭いイメージが似合っていると思うので、

あまりハイテクなパーツは付けないよう

にしたいんです。色もあえて地味めを選

びました。全体のコンセプトは『ちょっ

と速そうでいて旧車のような雰囲気のあ

る、ライト・チョッパー』です」

坂本豊さん
with’05FXDL

ウインド。シールドやバッグで、

“取り回しやすいツアラー’1こ

「もともと口一ドキングに乗りたいと思

っていたのですが、実際またがってみる

と、とても扱いきれなかった。しかも温

泉ツーリングが好きで、秘湯のような所

にも行くのですが、ツアラーだと入って

いけない場所も多いですよね。

そこで、取り回しのしやすいローライ

ダーをベースに、ローキンを作ってやろ

うと思ったんです。

ポイントは、フォグ・ランプですね。

さらにウインド・シールドを追加して、

よりツアラーつぼく仕上げました」




